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山科（2011）によると、サイエンスコミュニケーションは、
①科学技術に対する興味・関心を喚起し、その価値について啓蒙する

②進路・職業選択の指針となるような情報を提供し、理系キャリアを支援す
る

③日常生活と科学技術との関わりを考え、主体的に判断できるための科学
技術リテラシーの向上を図る
④異なる分野の研究者や、研究機関と企業との情報交換を促進し、新しい
研究領域を探索したり地域の研究交流を活性化する

⑤科学技術が社会で活用される際に生じる、あるいは予想される問題の提
起や、意思決定の過程への参加を通して、社会システムの構築に積極的に
関与する

山科直子「サイエンスコミュニケーションにおけるファシリテーター機能の重要性とその育成」専門日本語教育研
究13 巻 9-14 （2011年 ）

サイエンスコミュニケーションの目的



山科直子「サイエンスコミュニケーションにおけるファシリテーター機能の重要性とその育成」専門日本語教育研
究13 巻 9-14 （2011年 ）
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科学技術と日常を繋ぎ、社会で予想される問題
への対処について、協働し、意思決定過程に参

画するための知識と場の提供をする

学術機関が行うべき！
※パブリックコメントでは足りない＝双方向による新たな到達点がない

サイエンスコミュニケーションの目的



モビリティ分野

自動運転の倫理についての実践



2021年
自動運転倫理ガイドライン研究会 発足

⾃動運転倫理
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研究会

2022.6.17公開シンポジウム

自動運転
×
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刑事法学 ⺠事法学 哲学 ⽣命倫理学 法哲学、元検事（弁護⼠）
機械⼯学 交通⼯学 電気⼯学（メーカー） 電⼦⼯学（メーカー）
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↑2022年6月17日 ハイブリッド開催（1069名） でメディア・新聞社・行政（内閣府、国交省、経産省、警察庁）、自治体、自動
車産業、IT産業、市民に対して、「自動運転の倫理」の指針案を提示、アンケート、意見収集、質疑応答などを実施。
市民意見も300弱集まった。

自動運転
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https://www.jiji.com/jc/v8?id=202207keizaihyaku064

科学技術と日常を繋ぎ、社会で予想される問題
への対処について、協働し、意思決定過程に参

画するための知識と場の提供をする

自動運転



2023.11.19 BOLDLYさんと一緒に市民イベント

自動運転



自動運転



電動キックボード

2024年10月19日、電動キックボードの試乗
会が湘南台駅で開催され、グローバルスタ
ディーズ学部今村ゼミの学生と有志が参加し
ました。このイベントは、一般社団法人藤沢
青年会議所（J C I）が主催する元気な街づく
りのための新しいモビリティの普及を目指し
た活動で、10月15日に経営情報学部・樋笠先
生が登壇し、湘南キャンパスで行われた電動
キックボードのマナーとルールの説明会に続
き開催されました。
当日は、J C Iメンバーや学生たちが、チラシ
配布やアンケートの実施を協働し、電動キッ
クボードへの理解促進に参画しました。



こどもと市民参画

サイエンスコミュニケーションにおける
こどもの役割

未来を創るのは、こども。
一番長く科学と接するのも、こども。
若い時から新しい科学に接することでさらに新しい技術を生み出すのもこども。



マチカドこども大学

2025年3月1日川崎市 市政だより





空飛ぶクルマ
空飛ぶ車に対する関心は２０世紀
初頭からあり、技術的な実用化と
実現に向けた諸課題の議論が活
発に行われている。空飛ぶ車は、
都市の上空を空飛ぶ可能性が高く
騒音、安全性や離発着場や運航
ルールなど既存航空システムとの
すみ分けなどが課題。

授業では、飛行機や自動車ともド
ローンとも違う、新しい乗り物であ
る空飛ぶクルマの実例について説
明があり、どんなところで使われる
か？どのようなルールが必要か？
どういった社会になっていくのか？
などを考え、仮想の街の地図上で
離発着場を設定することで課題を
整理するワークショップを行いまし
た。 2024年10月8日 マチカドこども大学「航空学」



自動運転
こども→「自動運転の秘密が知れてよかった。」「自動運転は便利なこともあるけど、ま
だ技術が足りないところなどたくさん知れてよかった。」
保護者→「どうなるかを予想して、何が必要かを皆で考えて答えを出す様子がとても楽

しそうだった。実際に車を走らせて、その状態を確認でき、一喜一憂している姿が面白
かったです。」「自動運転に対する文系のアプローチ、社会的受容性は私たちも考えな
きゃなと思いました」

小学生3～6年生を対象に行わ
れた講義は、安全な運転のため
に必要な運転行動の要素や自
動運転の必要性についてクイズ
形式で確認し、自動運転に組み
込む５つのプログラミングを考え
てラジコンカーを使った実証実
験を行うことで事前に組み込む
プログラムについて理解を深め
るとともに、自動運転の弱さを
学びました。

2024年4月23日 マチカドこども大学「自動運転学」



(1)社会的受容は、有無ではなく、「程度」の問題であることを基軸にする。
(2)受容するのは当該技術が利用される場所に存在する人間が主体となる
(3)当該モビリティにを利用する際に、リスクや不安等などについて全く考えが至らない「無意識」状態である場合
が社会的受容が100の状態である。
Ex.電車の利用
(4)社会的受容は、
a 技術に対する抽象的な理解を前提とし、
b 具体的なリスクや課題への認識
c 自身を含む属性の個人またはグループがどのような行動をすれば具体的なリスクや課題が解消されるかの知
見
d cに対する自身の中での納得の程度
で示される。
aを全体とし、b+c+dが社会的受容の度合いである。

a 技術に対する抽象
的な理解

b 具体的なリ
スクや課題の

認識

c リスクや課
題が解消され
るかの知見

d cに対する
納得の程度

ルール※・ガイドラインが寄与する
＋サイエンスコミュニケーション

※ルールには、慣習・条理も含む

樋笠尭士「AIの国際的潮流と自動運転の社会実装～事故減少のための運転支援や社会的受容性の醸成～」
自動車販売７月号（2024年）より社会的受容性



a=電気でロープを引っ張って箱を持ち上げていて、止まりたい階のボタンを押せば、とまる。開閉ボタンを押して
いる間はその効果が持続する
b=ドアに挟まれることがある。地震が起きたら近くの階に止まる。
c=人が乗り降りする際に開閉ボタンを押し続けるか、ドアを押さえてあげた方がいい。降りる人のために「開」ボ
タンを押し続けてあげた方がいい。
d=自分も同じことをやってもらえるし、やった方がお互い安全で安心である。
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a=自動車と同じ原理で動くが、運転はAIがやってくれる。カメラやセンサーで物体や信号を認識し、GPS(GNSS)を
使用して自己位置を特定して、決められたルートを進行する
b=センサー不良でぶつかることがある？急に止まるかもしれない。
c=車間距離をとればいいのか？近くによらないほうがいいのか、横断歩道で止まるべき？
d=なぜ自動運転車のために歩道の端っこを通らないように、路駐しないようにしなきゃいけないのか

自動運転

エレベーター

社会的受容：高

社会的受容：低？

充足：前提 認識◯ 知見◯ 納得率が高い

充足：前提 認識△ 知見× 納得度が低い



a 技術に対する抽象
的な理解

b 具体的なリ
スクや課題の
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c リスクや課
題が解消され
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d cに対する
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a=自動車と同じ原理で動くが、運転はAIがやってくれる。カメラやセンサーで物体や信号を認識し、GPS(GNSS)を
使用して自己位置を特定して、決められたルートを進行する
b=センサー不良でぶつかることがある？急に止まるかもしれない。
c=車間距離をとればいいのか？近くによらないほうがいいのか、横断歩道で止まるべき？
d=なぜ自動運転車のために歩道の端っこを通らないように、路駐しないようにしなきゃいけないのか

自動運転

社会的受容：低？充足：前提 認識△ 知見× 納得度が低い

すべて、市民参画
サイエンスコミュニケーションが必要



混在交通の占有・優先度についてのELSIの実践的整理と対応方策の創出

2024.10〜2028.3

サイエンスコミュニケーショ
ンを多数行う予定です！



THANK YOU
ご清聴ありがとうございました

多摩大学 経営情報学部 准教授 樋笠尭士
多摩大学ELSI研究センター長
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本発表は、国立研究開発法人科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業(社会技術研究開発
JPMJRS24J2による研究成果の一部である。
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